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複 雑性 尿 路感染 症 に対 す るNetilmicinの 基礎 と臨 床
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新 ア ミノ グ リコシ ド系 抗 生 物質Netilmicinに つ い て基 礎 的 ・臨 床 的検 討 を行 な っ た 。

抗 菌 力 に 関 して は,当 科 入 院患 者 の 尿 路感 染 症 よ り 分離 した 菌 株 に つ い て 本 剤 とGentamicin

(GM)お よびAmikacin(AMK)の 抗 菌 力 を比 較 した 。108/m1接 種 で は,本 剤 はKlebsiellaに

対 して ≦0.2μg/mlに,Pseudomonasに 対 して は0.78μg/m1と3.12μg/m1に,1%erobaoter

に 対 して ≦0.2μg/m1に,P7oteusmlgarisに 対 して6.25μg/mlに 感 受 性 ピ ー クを認 め 、 本剤

のMICはGMに 比 し1管,AMKに 比 し1～3管 の 差 を もっ て 良 好 な 成 績 で あ っ た。Proteus

mi7abilisに 対 して は 本 剤 はGMと 同 程度,AMKよ り2管 勝 れ たMICを 示 し た が,Ecoli,

5e77atioに 対 して はGMよ り2管 劣 り,AMKと 同程 度 のMICを 示 し た 。106/m1接 種 で は 本剤

はKlebsiella,Enterobacter,Proteusvulgarisに 対 して ≦0.2μg/m1に 感 受 性 ピー クを 認め,

GMよ り2～3管,AMKよ り2～4管 勝 れ たMICを 認 め,Serratiu,Pseudomonasに 対 しては

GMと 同 程度,AMKよ り2管 勝 れたMICを 示 した が,Ecoliに 対 してGMよ り2管,AMKと

は 同程 度 のMICを 示 した。

血 中濃 度 な ら びに 尿 中 排 泄率 に 関 して は,3例 に つ い て 本剤100mg、GM60mgを 筋 注 しcross

overを 行 な っ た。 結 果 は,血 中濃 度 の ピー クは共 に30分 に あ り,本 剤 は5μg/ml、GMは5.4μg/m1

で あ り,8時 間 後 で は本 剤 は0.57μg/m1,GMは0.36μg/m1で あ った 。 尿 中 排泄 率 は8時 間 後

で本 剤 は81%,GMは71%で あ った 。

臨 床 効 果 に 関 して は,複 雑 性尿 路感 染 症 患 者23例 に本 剤 を200mg(分2)5日 間 筋 注 した 。UTI

基 準 に よ る効 果 は23例 中著 効3例,有 効10例,無 効10例 で有 効 率57%で あ った 。

細 菌 学 的効 果 は30株 中21株 消失 し,消 失 率70%で あ り,Ecoli(4株),Entmbutercloacae(4

株)、Klebsiellopneumoniae(3株),Citrobacterfreundii(3株)は 全 株 消 失 した 。

副 作 用 に 関 して は 本 剤 投与 前 にGOT・GPT値 が 異 常値 を呈 した1症 例 に投 与 後,GOToGPT値

の上 昇 をみ た 以外,全 症 例 を通 じてBUN,ク レ ァ チ こ ン,GOT・GPT・A1-P値,血 液一 般 等 に異

常 をみ た症 例 は な く,ま た 聴 覚異 常 をみ た症 例 もな か っ た 。

は じ め に

Netilmicin(Fig.1)は 米国シェ リング社 で 開発 された新 し

いア ミノグ リコシ ド系抗生物質で,SISO(Fig.2)の1位 のア

ミノ基 をエチル化 して得 られ る半合成製剤であ る。本剤の特長

としては尿路感染症 の主 たる起炎菌で あるグラム陰性桿菌に対

Fig. 1 Chemical structure of Netilmicin

Fig. 2 Chemical structure of Sisomicin

して強 い抗 菌 力 を示 し1～7),S≠a助ylmccusmrmslこ 対 して

も強 い抗 菌 力 を 示 す と され て い る1～3),6～7)。 ま たGentmicin

(以 下GMと 略 す)に 耐性 を示 すE.ooli,Klebsiel'4樹 す"-

terobacter,Ciｋtrobuter,Serrati4に 対 し て感 受 性 を示 す こと

が 報 告7)さ れ て い る。
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私達は本剤を複雑性尿路感染症に使用し,そ の臨床効果を検

討するとともに若干の基礎データを検討したので報告する。

1.基 礎的検討

1.抗 菌 力

当科入 院 患 者の 尿 路 感 染 症 よ り 分 離 したEcoli45

株,Klebsiella17株,Sermtia 47株,Pseudomoms

24株,Enterobacter20株,Protmsmirabilis13株,

Proteusvulgaris10株 に対 す るNetilmicinの 抗 菌 力

を化 学療 法学 会 基 準 法 に よ りGMとAmikacin(以 下

AMKと 略 す)の そ れ と比 較 検 討 した 。

1)E.coliに 対 す る感 受 性(Fig.3)

108/mli接 種 で はNetilmicinは1.56～6.25μg/m1

に91%の 株が 分 布 し,6.25μg/m1に ピー ク を示 した 。

GMは 全株 ≦0.2～3.12μg/m1に 分 布 し,1.56μg/

m1に ピー クを 示 し,AMKは 全 株1.56～12.5μ9/m1

に分布 し,6.25μg/m1に ピー クを示 した 。

106/m1接 種 で はNetilmicinは 全 株 ≦0.2～6.25

μg/m1に 分 布 し,3.12μ9/m1に ピー ク を示 した 。GM

は全株 ≦0.2～1.56μg/mlに 分布 し,0.78μg/m1に

ピークを 示 し,AMKは 全 株 ≦0.78～12.5μg/m1に

分布 し,1.56μg/mlに ピ ー クを 示 した 。

2)κlebsiellaに 対 す る感 受 性(Fig.4)

108/m1接 種 で はNetilmicinは 全株 ≦0.2～0.78

μg/m1に 分 布 し,≦0。2μg/m1に ピー クを示 した 。GM

は 全株 ≦0.2～1.56μg/mlに 分 布 し,≦0.2と0.78

μg/m1二 峰 性 の ピー クを 示 し,AMKは 全 株 ≦0.2～

3.12μg/m1に 分 布 し,≦0.2と1、56μg/m1に 二峰 性

の ピー ク を示 した 。

106/m1接 種 ではNetilmicinは 全 株0.2～0.39μg/

m1に 分布 し,≦0.2μg/m1に ピー クを示 した 。GMは

全 株 ≦0.2～0.78μg/m1に 分布 し,0.39μg/m1に ピ

ー クを 示 し,AMKは 全 株 ≦0.2～1.56μg/mlに 分

布 し,0.78μg/m1に ピー クを示 した。

3)5erratiaに 対 す る感 受性(Fig.5)

108/mlli接 種 で はNetilmicinは ≦0.2～12.5μg/m1に

92%の 株 が 分 布 し,12.5μg/mlに ピ ー クを 示 した。

GMは ≦0.2～6.25μg/m1に95%の 株 が 分布 し,3.12

μg/m1に ピー クを 示 し,AMKは ≦0.2～12.5μg/m1

に90%の 株 が 分 布 し,12.5μg/m1に ピー クを 示 し

た 。

106/ml接 種 で はNetilmicinは 全 株 ≦0.2～12.5

μg/m1に 分 布 し,3.12μg/m1に ピー クを 示 した。GM

は全 株 ≦0.2～3。12μ9/m1に 分 布 し,3.12μg/m1に

ピー ク を示 し,AMKは 全 株 ≦0.2～25μg/m1に 分布

し,6.25μg/m1に ピ ー クを示 した 。

4)Psmdomomsに 対 す る感 受 性(Fig.6)

108/ml接 種 で はNetilmicinは0.78～12.5μg/m1

Fig. 3 Susceptibility Distribution of Clinical Isolates E. coli 45 strains
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に67%の 株 が 幅 広 く分布 し,3.12μg/mlと ≧100μg/

mlに 二峰 性 の ピ ー クを 示 し た 。GMは3.12～12.5

μg/mlに59%の 株が 分 布 し,3.12μg/mlと ≧100μg/ml

に 二 峰性 の ピー クを 示 し,AMKは3.12～12.5μg/ml

に58%の 株 が 分 布 し12.5μg/mlと ≧100μg/mlに 二

峰 性 の ピー クを示 した 。

106/ml接 種 ではNetilmicinは0.39～12.5μg/ml

に83%の 株 が 分 布 し1.56μg/mlと ≧100μg/mlに 二

峰 性 の ピー クを 示 した。GMは1.56～12.5μg/mlに

70%の 株 が 分 布 し1.56μg/mlと ≧100μg/mlに 二 峰

性 の ピー クを示 し,AMKは1.56～12.5μg/憩1に79

%の 株 が 分布 し3.12μg/m1に ピー ク を示 し た。

5)En'e7obac'e7に 対 す る感 受 性(Fig.7)

108/m1接 種 で はNetilmicinは ≦0.2～1.56μ9/mI

に80%の 株 が分 布 し,≦0.2μg/mlに ピー クを示 した 。

GMは ≦0.2～12.5μg/m1に95%の 株 が 幅広 く分 布

し,0.39μg/mlに ピー ク を 示 し,AMKは ≦0.2～

6.25μg/mlに85%の 株 が 分布 し,1.56μ9/m1に ピー

ク を示 した 。

106/m1接 種 ではNetilmicinは ≦0.2～0.39μ9/m1に

80%の 株 が 分 布 し,≦0.2μg/m1に ピー クを 示 した。

GMは 全 株 ≦0.2～12.5μ9/m1に 分 布 し,0.39μ9/

m1と1.56μ9/m1に 二峰 性 の ピ ー クを示 し,AMKは

≦0.2～1.56μg/mlに85%の 株 が 分布 し,0.78μg/m1

に ピ ー クを示 した 。

6)Proteus mirabilisに 対 す る感 受 性(Fig.8)

108/ml接 種 で はNetilmicinは1.56～12.5μg/ml

に 全 株 分布 し,6.25μ9/m1に ピー クを 示 した 。GMは

3.12～6.25μg/mlに92%の 株 が 分 布 し,6.25μg/ml

に ピー クを示 し,AMKは85%の 株が ≦50μg/mlに

分 布 し,25μg/mlに ピー クを 示 し た。

106/ml接 種 で はNetilmicinは 全 株 ≦0.2～6.25μg/

mlに 分 布 し,1.56μg/mlに ピ ー クを示 した。GMは

1.56～6.25μg/m1に92%の 株 が 分布 し,6.25μg/m1に

ピ ー クを 示 し,AMKは1.56～6.25μ9/斑1に62%の

株 が 分布 し,6.25μ9/m1と50μg/mlに 二 峰 性 の ピー

クを 示 した。

7)Proteus vulgarisに 対 す る感受 性(Fig.9)

108/m1接 種 で はNetilmicinは 全 株3.12～12.5μg/

m1に 分 布 し,6.25μg/mlに ピー ク を示 した 。GMは

0.78～12.5μg/m1に40%の 株 が 分布 し,25μg/mlに

ピ ー クを示 し,AMKは1.56～12.5μg/mlに80%の 株

が 分 布 し,12.5μg/mlに ピー クを示 した 。

106/ml接 種 で はNetilmicinは 全株 ≦0.2～6.25μ9/

mlに 分 布 し,≦0.2μg/m1と6.25μ9/m1に 二峰性

の ピ ー クを示 した 。GMは0.39～12.5μ9/m1に90%

の 株 が 幅広 く 分 布 し,6.25μg/m1に ピー一クを 示 し,

AMKは0.78～12.5μg/mlに90%の 株が 分 布 し,1.56

Fig. 4 Susceptibility Distribution of Clinical Isolates Klebsiella 17 strains

inoculum size 108/ml inoculum size 106 /ml
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Fig. 5 Susceptibility Distribution of Clinical Isolates Serratia 47 strains

inoculum size 108/ml
inoculum size 106/ml

Fig. 6 Susceptibility Distribution of Clinical Isolates Pseudomonas 24 strains

inoculum size 108/ml inoculum size 106/ml



444 CHEMOTHERAPY NOV. 1981

Fig. 7 Susceptibility Distribution of Clinical Isolates Enterobacter 20 strains

inoculum size 108/ml inoculum size 106/ml

Fig. 8 Susceptibility Distribution of Clinical Isolates P. mirabilis 13 strains

inoculurn size 108/ml inoculum size 106/ml
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Fig. 9 Susceptibility Distribution of Clinical Isolates P. vulgaris 10 strains

inoculum size 105/m1 :inoculum size 106ml

μ9/m1に ピー クを示 した 。

2.血 中濃度 な らび に尿 中 排泄

健康成人 男 子3名 にNetilmicin100mgお よ びGM

60mgを 筋 注 し,各 々の 血 中 な ら び に 尿 中排 泄 率 に つ

いて検 討 した 。

測定 方法 は,Ba6illus subtilis ATCC 6633を 試 験 菌

とする化学 療 法学 会 標 準 法 に 従 っ て お こ な っ た。 血 中 濃

度 測定 の場 合 の 標 準 曲 線 はMoni-trol Iで 作 成 した 。

尿 中濃 度測 定 の 場合 の標 準 曲 線 は0.1M-リ ン酸 塩 緩 衝

液(pH8.0)で 作 成 した 。

Netilmicinの 最 高 血 中濃 度 は30分 に あ り5μg/m1で,

1時 間3.53μg/m1,2時 間2.7μg/m1,4時 間1.31

μg/ml,6時 間0.73μg/m1,8時 間0.57μg/mlで あ

った(Fig.10)。 尿 中排 泄 率 は2時 間41%,4時 間62%,

8時 間81%で あ っ た(Fig.10)。

GMの 最高 血 中濃 度 は30分 に あ り5.4μg/mlで,1

時間4.03μg/m1,2時 間2.51μg/m1,4時 間0.95

μg/m1,8時 間0.36μg/mlで あ った(Fig.11)。 尿 中

排泡率 は2時 間37%,4時 間57%,6時 間68%,8時 間

71%で あ った(Fig.11)。

豆.臨 床 的 検 討

1.対 象

昭 和54年3月 よ り昭 和54年12月 まで に 当 科 に入 院 中 の

患者のうち,尿 路に基礎疾患を有する複雑性尿路感染症

患者23例 について検討した(Table1)。 尿 路感染の内訳

は膀胱炎15例,腎 孟腎炎6例,腎 孟膀胱炎2例 であり,

基礎疾患は前立腺摘除術後が8例,膀 胱腫瘍の術前なら

びに術後が6例,腎 切石術後,前 立腺癌および子宮癌術

後が各々2例,陰 茎癌術後,膀 胱憩室術後および尿道形

成術後が各々1例 である。

2.投 与方法

投与方法は全例1回100mgを1日2回(朝 夕)に

筋注を行なった。

3.判 定基準

効果判定はUTI薬 効評価基準(第2版)8)複 雑性尿

路感染症に準じて判定した。

4.臨 床成績

Netilmicinの 投与を行なった症例をTable1に 一括

して示す。

総合臨床効果はTable2に 示すごとく23例 中著効3

例,有 効10例,無 効10例 であり,有 効率は57%で あ っ

た。膿尿に対する効果は正常化3例,改 善11例,不 変9

例 であり,正 常化と改善を合せて61%で あった。細菌

尿に対する効果は 陰性化10例,菌 交代4例,不 変9例

で,陰 性化の頻度は43%と なった。UTI群 別にみると

Table3に 示すごとく,単 独感染では第1群 は8例 中4

例有効,4例 無効,第2群 は3例 中2例 有効,1例 無効,
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Fig. 10 Serum concentration and urinary recovery rate after

Netilmicin 100 mg intramuscular one shot injection

Fig. 11 Serum concentration and urinary recovery rate after

Gentamicin 60 mg intramuscular one shot injection
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第3群 は3例 中著効2例,無 効1例,第4群 は3例 中著

効1例,有 効1例,無 効1例 となり,単 独感染全体を合

せると17例中著効3例,有 効7例,無 効7例 で有効率59

%で あった。混合感染では第5群 は2例 中無効2例,第

6群 は4例 中有効3例 で無効1例 となり,混 合感染全体

でみると6例 中有効3例,無 効3例 であった。

投与前検出された起炎菌についてみると,23症 例 より

30株が 検出され, E. coli, Pseudomonas aeruginosa,

Serratia marcescens, Enterobacter cloacae, Klebsiella

pneumoniae, Citrobacter f reundii などのグラム陰性桿

菌が主 た る菌 で あ った 。 菌 別 にNetilmicinの 細 菌 学 的

効果 をみ る と,E.ooli(4株),Enterobacter cloane

(4株),Klebsiella pneumoniae(3株),Citrobaoter

freundii(3株)は 全 株 消失 し,Serratia marcesoens

は8株 中3株(38%)消 失,Pseudomonas aeruginoso

は4株 中1株 消失 し,Hafniae1株 は 存 続 し,全 体 で

は30株 中21株 の 消失 をみ,そ の 消 失 率 は70%で あ った

(Table4)。

投 与後 新 たに 出現 した 菌 株 はTable5に 示 す ご と く

Serratia marcesoens3株,Klebsiella oxytooaお よ

びStaphylomcusaureus各 々1株 で 計5株 で あっ

た。

5.副 作 用

Table6に 本剤投与前後の臨床検査値の変化を一覧表

とした。

症例No.16に おいて 本剤投与前GOT値66,GPT

値105が 投与後にGOT値94,GPT値158に 上昇をみ

た以外,全 症例を通じて 本剤がBUN,ク レァチニン,

血液一般,GOT,GPT,ア ル カリフォス ファターゼ値

に悪影響を及ぼしたと考えられる症例は認められなかっ

た。また聴覚異常を認めた症例もなかった。

III.考 察

近年,尿 路感染症におけるグラム陰性桿菌の多剤耐性

菌の増加は治療上深刻な問題とな りつつある。今回,米

国シェリング社で開発されたNetilmicinは 動物実験に

おいて従来のアミノグリコシ ド系抗生物質よりも腎およ

び聴器毒性は少なく9-12),そ の抗菌力についてはGM

耐性E.coliやKlebsiellaに 対 してはAMKよ り勝

れ,GM耐 性PsemJomona3に 対 してはAMKと 同程

度と言われ6),尿 路感染症に対する効果が期待される。

抗菌力に 関して,本 剤は108/m1接 種 で はKZeb-

siella, Pseudomonas, Enterobacter, Proteus vulgaris

に対して勝れたMICを 示 し,GMに 比べ1管,AMK

に 比べ1～3管 の差を もって 良好な 感受性を 示 し,

Proteus mirabilisに 対 してはGMと 同程度,AMK

よ り2管 勝れた感受性を示したが,EooliとSerratia

に対 してはGMよ り2管 劣 り,AMKと 同程度の感受

性を示した。106/m1接 種 で は,本 剤はKleb3iella,

Enterobaoterお よびProteus vulgarisに 対 してGM

より2～3管 勝れ,AMKよ り2～4管 勝れた感受性を

示し,Serratiaお よびPsemlomonasに 対 してはGM

と同程度,AMKよ りも2管 の差をもって勝れた感受性

を示した。E.coliに 対 してはGMよ り2管 劣っていた

が,AMKと ほぼ同程度の感受性であった。

血中濃度に関しては,健 康成人に対するNetilmicin

100mgお よびGM60mg筋 注時のcrossoverに よ

る血中濃度のピークは両剤共に30分 後でNetilmicinは

5μ9/ml,GMは5.4μ9/m1と ややNetilmicinが

低 く,8時 間後ではNetilmicinは0.57μg/m1,GM

は0.36μ9/m1とNetilmicinが やや高い成績であった。

血中濃度測定と同時に行なった尿中排泄に関しては,

8時 間までの尿中排泄率はNetilmicinが81%,GMが

71%とNetilmicinの 方が勝れた成績であり,他 のアミ

ノグリコシ ド系抗生物質であるAMKに ついて三田等13)

は45%,SISOに ついて高橋等14)が58%,TOBに つ

いては三田等15)が65%,KW-1062に ついては三田

等16)が74%と 報告しており,こ れらのアミノグリコシ

ド系抗生剤の中でもNetilmicinは 最 も尿中排溝率の良

い抗生物質である。

臨床的効果に 関しては,UTI薬 効評価基準に従った

著者等の総合臨床効果は23例 中著効3例,有 効10例,無

効10例 で有効率57%で あ り,全 国集計17)の308例 中著

効36例,有 効90例,無 効182例,有 効率41%に 比 し良好

な成績であった。著者等の群別有効率については症例数

が分散しているために正確に評価し得ないが,単 独感染

を一括した有効率は59%,混 合感染は50%で 全 国集計17)

での単独感染有効率41%,混 合感染有効率33%の 成績に

比しいずれの場合も良好な成績であった。また,最 近当

科で検討した新しいアミノグリコシ ド系抗生物質と比較

すると,単 独感染群ではSisomicin 65%14),KW-1062

29%16),混 合感染群ではSisomicin 20%14),KW-

1062は10%16)で あ り,本 剤が特に混合感染において

勝れた成績であった。

起炎菌の中で存続した株はPseu40monas aerugimsa

が4株 中3株,Sermtia marcescensが8株 中5株 が存

続 し,存 続を認めた9株 中の8株(89%)を 占 めた。

Netilmicin投 与後 出現細菌は3種 類5株 で,な かでも

Serratia marcescensが3株 を占めた。

最後に副作用に関しては,自 験例23例 においてBUN,

クレアチニン,血 液一般,GOT・GPT,ア ルカリフォ

スファターゼ値について検討を行なったが,本 剤投与前
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Table 1 Clinical effect of Netilmicin treatment in
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complicated urinary tract infection

(Continued)
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Table 2 Overall Clinical Efficacy of Netilmicin in complicated U. T. I.

にGOT・GPT値 が 異常値を呈 していた1症 例におい

て投与後に軽度GOT・GPT値 の悪化を認めなのみで,

他の症例において投与前後方臨床検在値ゐ異常を認めな

かった。また聴覚異常を認めた症例もなかった。

以上よりNetilmicinは 危惧すへ き副作用 ちなく尿路

感染症に対して有用な薬剤と考える。

なお,症 例No.13よ りNo.23は 三共製品を使用し

治験 を実施した。
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BASIC AND CLINICAL EFFECTS OF NETILMICIN ON

COMPLICATED URINARY TRACT INFECTIONS.

AKIO FUJII, GAKU HAMAMI, YASUHARU NAKANO, MASAYUKI SUGIMOTO,

KEIICHI UMEZU, SOICHI ARAKAWA, SADAO KAMIDONO and

jOJI ISHIGAMI
Department of Urology, Kobe University School of Medicine

(Director : Prof. Joji Ishigami)

Summary

Basic and clinical effects of Netilmicin, a new aminoglycoside antibiotic were examined. Against clinical

isolates from the patients with urinary tract infections hospitalized in our department minimum inhibitory

concentrations of Netilmicin in comparison with those of GM and AMK were measured. With inoculum size

of 108/ml the sensitivity peaks for Netilmicin were found at <0. 2 #g/ ml for Klebsiella, O. 78 g/m1 and 3.1

itg/m1 for Pseudomonas, <0. 2 tg/m1 for Enterobacter and 6. 25 iterril for P. vulgaris, and the MICs of

Netilmicin were superior twice to GM, and twice — 8 times to AMK. The MICs of Netilmicin were the

same as those of GM, superior 4 times to AMK for P. mirabilis, inferior 4 times to GM for E. coli and

Serratia, and showed similar to AMK. With inoculum size of 106/ml, the sensitivity peaks for Netilmicin

were found at <0. 2 pg/m1 for Klebsiella, Enterobacter, and P. vulgaris, and the MICs of Netilmicin were

superior 4-8 times to GM, and 4,-16 times to AMK. The MICs of Netilmicin for Serratia and Pseudomonas

were the same as those of GM and superior 4 times to AMK, but for E. coli theywere inferior 4 times to

GM and the same as those of AMK.

By intramuscular administration of 100 mg of Netilmicin and 60 mg of GM, their blood levels and the rate

of urinary excretion were examined by a cross over method. It was found as the results that the peak

blood level attained at 30 minutes after injection to 5 #g/m1 for Netilmicin and 5.4 tg/m1 for GM, and after

8 hours of the injection, blood levels of 0. 57 pg/m1 for Netilmicin and 0. 36 itg/m1 for GM were observed.

In 8 hours after the injection, total urinary excretion of Netilmicin was 81% of dose and that of GM was

71%.

A daily dose, 200 mg, in 2 divided doses, of Netilmicin was intramuscularly injected for 5 days to 23

cases of complicated urinary tract infections in order to examine its clinical effects. According to the UTI

criteria for clinical evaluation in complicated UTI, among 23 cases 3 remarkably effective, 10 effective and

10 noneffective cases, with 57% of effectiveness, were observed.

Considering bacteriological effect 21 strains out of 30 disappeared, with 70% of eradicated ratio. All

strains of E. coli (4 strains) , E. cloacae (4 strains), K. pneumoniae (3 strains), and C. freundii (3 strains)

disappeared by Netilmicin administration.

One case showing abnormal GOT and GPT values before the administration of Netilmicin showed increase

of GOT and GPT values after its administration, whereas in other 22 cases, no abnormalities in BUN,

creatinine, GOT, GPT and Al-p values were observed. Otherwise no side effects including general hematolo-

gical findings and auditory sence were shown in any of all cases.


